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〔研究論文〕

小学校体育授業における
教師の発問の実態に関する研究

吉　岡　正　憲

本 研 究 で は 、 小 学 校 体 育 授 業 に お け る 発 問 の 観 察 カ テ ゴ リ ー を 設 定 し 、 一 単 位

時 間 の 学 習 指 導 場 面 に お け る 教 師 の 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 を 明 ら か に す る こ と

を 目 的 と し た 。

分 析 の 結 果 、小 学 校 体 育 授 業 の 学 習 指 導 場 面 で は 、授 業 の 「 は じ め 」 や 「 お わ り 」

に 今 ま で の 学 習 を 振 り 返 ら せ る 回 顧 的 発 問 や 、 授 業 の 「 は じ め 」 に 答 え が 明 確 で

運 動 の ポ イ ン ト や 動 き の コ ツ な ど に つ い て 理 解 さ せ る 収 束 的 発 問 が 多 く 投 げ か け

ら れ て い た 。 ま た 、 正 し い フ ォ ー ム や 正 確 性 な ど が 求 め ら れ る ク ロ ー ズ ド ス キ ル

領 域 で は 、 答 え が 明 確 な 収 束 的 発 問 が 多 く 、 適 切 な 判 断 な ど が 求 め ら れ る オ ー プ

ン ス キ ル 領 域 で は ク ロ ー ズ ド ス キ ル 領 域 と 比 べ て 、 多 様 な 答 え が 想 定 さ れ る 発 散

的 発 問 が 多 か っ た 。 さ ら に 、 発 問 が 多 い 教 師 は 、 授 業 の 「 は じ め 」 に 運 動 の 技 能

ポ イ ン ト な ど つ い て 理 解 さ せ る 収 束 的 発 問 が 多 く 、発 問 が 少 な い 教 師 は 授 業 の「 お

わ り 」 に 今 ま で 学 ん で き た も の な ど を 振 り 返 る 回 顧 的 発 問 の 割 合 が 高 か っ た 。

こ の よ う に 、 小 学 校 体 育 授 業 一 単 位 時 間 の 学 習 指 導 場 面 に お け る 教 師 の 各 発 問

の 回 数 と そ の 頻 度 、 領 域 の 違 い や 出 現 回 数 別 授 業 に お け る 教 師 の 発 問 の 特 徴 に つ

い て 明 ら か に す る こ と が で き た 。

キ ー ワ ー ド ： 発 問 　 令 和 日 本 型 教 育 　 教 師 行 動 　 子 ど も の 主 体 的 な 学 び

相 互 作 用 行 動
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１. 緒言

子 ど も の 学 習 成 果 を 生 み 出 す 体 育 授 業 に お け る 教 師 行 動 と は ど の よ う な も の な

の で あ ろ う か 。 こ の よ う な 疑 問 に 応 え る べ く 体 育 授 業 中 の 教 師 行 動 に つ い て は こ

れ ま で 多 く の 研 究 が 行 わ れ て き た 。 高 橋 ほ か （1989） は 、 教 師 の 相 互 作 用 行 動 と

子 ど も の 学 習 行 動 及 び 授 業 評 価 の 関 係 か ら 、 教 師 の 相 互 作 用 の 質 と 量 は 子 ど も の

学 習 行 動 （ 過 程 ） と 授 業 評 価 （ 成 果 ） に 影 響 す る こ と を 確 認 し て い る 。 ま た 、 体

育 授 業 中 の 教 師 行 動 を 総 合 的 に 観 察 す る 方 法 を 開 発 し 、 授 業 観 察 を 行 っ た 結 果 、

マ ネ ジ メ ン ト 行 動 が 少 な い 、 直 接 的 指 導 の 時 間 が 少 な く 必 要 な 情 報 を 効 果 的 な 方

法 で 伝 達 し て い る 、 個 々 の 子 ど も へ の 肯 定 的 相 互 作 用 や 補 助 活 動 を 多 く す る 教 師

の 努 力 が 子 ど も の 体 育 授 業 に 対 す る 評 価 を 高 く す る 上 で 必 要 で あ る と し て い る

（ 高 橋 ほ か ,1991）。 さ ら に 、 深 見 ほ か （1997） は 、 技 能 的 学 習 に 対 し て 「 肯 定 的・

矯 正 的 フ ィ ー ド バ ッ ク 」 を 積 極 的 に 与 え る こ と 、 ま た そ れ に 関 わ っ て 具 体 的 な 言

語 内 容 を 与 え る こ と な ど 教 師 が 子 ど も の 学 習 に 有 効 な フ ィ ー ド バ ッ ク を 与 え る た

め の 指 標 を い く つ か 挙 げ て い る 。 こ の よ う に 、 子 ど も の 学 習 成 果 を 高 め る 体 育 授

業 中 の 教 師 行 動 に つ い て は 、 い く つ か の 一 般 的 傾 向 が 明 ら か に さ れ て き た 。

そ し て 現 在 、 国 内 外 の 教 育 改 革 の 方 向 性 や 平 成 29 年 告 示 の 学 習 指 導 要 領 の 趣

旨 、 さ ら に 令 和 の 日 本 型 学 校 教 育 等 の 考 え 方 を 踏 ま え る と 、 教 師 に は 「 子 ど も の

主 体 的 な 学 び を 支 援 す る 伴 走 者 」（ 中 教 審､2021）と し て の 役 割 が 求 め ら れ て い る 。

こ れ に 関 わ っ て 、 澤 井 （2020） は 、 こ れ か ら 求 め ら れ る 授 業 像 の ひ と つ に 主 体 的

に 学 ぶ 子 ど も と い っ た 姿 を 取 り 上 げ 、 子 ど も が 自 ら の 学 習 状 況 を 自 覚 し 、 そ の 後

の 学 習 を 修 正 し た り 新 た な 問 い を 見 出 し た り す る な ど 、 子 ど も の 「 内 発 的 」 な 動

機 付 け を 促 す 教 師 の 働 き か け の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 こ の よ う に 、 子 ど も の 主

体 性 の 重 視 、 子 ど も の 自 主 的 ・ 自 発 的 な 学 習 を 促 進 し 、 効 果 的 な 学 習 を 進 め る た

め の 教 師 の 指 導 の あ り 方 に つ い て よ り 一 層 の 関 心 が 払 わ れ る よ う に な っ て き た 。

そ の よ う な 中 、 子 ど も が 自 ら 学 び に 向 か う 授 業 改 善 の 例 と し て 、 子 ど も の 主 体 的

な 学 び を 促 す た め の 教 師 の 発 問 の 重 要 性 を 取 り 上 げ て い る 教 育 関 連 機 関 も 少 な く

な い （ 福 島 県 ,2018; 鳥 取 県 ,2019; 宮 崎 県 ,2018; 山 口 県 ,2016 の 教 育 関 連 機 関 ）。 昔

か ら 授 業 に お け る 教 師 の 発 問 の 意 義 や 教 授 技 術 の 重 要 性 は 度 々 指 摘 さ れ て き た が

（ 吉 本 ,1968； 斎 藤 ,2006）、 学 習 者 の 主 体 性 の 重 視 や 教 師 と 学 習 者 、 学 習 者 同 士 の

学 び の 進 展 が 求 め ら れ る こ れ か ら の 授 業 を 見 通 し た と き 、 体 育 授 業 に お け る 教 師

行 動 に お い て も 先 行 研 究 に み ら れ る 諸 点 に 加 え て 、「 発 問 」 を 中 核 に 据 え た 指 導

の あ り 方 を 検 討 す る 意 義 は 十 分 に あ る と 考 え ら れ る の が 現 状 で あ る 。

し か し 、 高 橋 ほ か （1991） の 先 行 研 究 の 中 で 、 明 確 な 答 え が 用 意 さ れ て い て 、

し か も 子 ど も の 思 考 作 用 を 促 す 発 問 ＝ 「 分 析 的 発 問 」 が 子 ど も の 知 的 学 習 に 有 効

で あ る こ と は 明 ら か に さ れ て い る が 、 岡 出 （2012） の い う よ う に 、「 体 育 授 業 中
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の 発 問 を 対 象 と し た 研 究 と な る と 、 意 外 に そ の 蓄 積 は 乏 し く 」、 発 問 の 量 的 傾 向

や 質 的 傾 向 、 及 び 発 問 の 効 果 に つ い て な ど 体 育 授 業 の 「 発 問 」 に 関 す る 知 見 の 蓄

積 は 必 ず し も 多 く は な い 。

そ こ で 、 ま ず は 体 育 授 業 に お い て よ く 投 げ か け ら れ て い る 教 師 の 各 発 問 の 回 数

と そ の 頻 度 を 知 る こ と は 、 よ い 体 育 授 業 を 実 現 さ せ る た め の 教 師 行 動 の 条 件 を 発

問 と い う 視 点 か ら 検 討 す る 契 機 に な る と 共 に 、 発 問 を 用 い た 体 育 授 業 の 改 善 へ と

繋 が る 基 礎 資 料 を 得 ら れ る も の と 考 え ら れ る 。

こ の よ う な こ と か ら 、 本 研 究 で は 、 小 学 校 体 育 授 業 を 対 象 に 、 教 師 の 各 発 問 の

回 数 と そ の 頻 度 に つ い て 、 観 察 カ テ ゴ リ ー を 設 定 し て 観 察・分 析 す る こ と に し た 。

な お 、 観 察 に あ た っ て は 、 教 師 の 発 問 の 対 象 と 内 容 が 明 確 に な る よ う に 、 一 単 位

時 間 の 学 習 指 導 場 面 に 限 定 し て 分 析 す る こ と に し た 。

２. 研究の方法

２. １. 対象

2014 年 か ら 2022 年 に １ 都 ４ 県 （ 東 京 都 、 埼 玉 県 、 千 葉 県 、 高 知 県 、 佐 賀 県 ）

で 行 わ れ た 52 の 小 学 校 体 育 授 業 を 対 象 と し た 。 領 域 の 内 訳 は 、 ク ロ ー ズ ド ス キ

ル の 器 械 運 動 系 領 域 13、 陸 上 運 動 系 領 域 13、 オ ー プ ン ス キ ル の ボ ー ル 運 動 系 領

域 26 で あ る *1。 学 年 の 内 訳 は 、 低 学 年 14、 中 学 年 16、 高 学 年 22 で あ る 。

２. ２. 観察・記録方法

教 師 と 子 ど も の 発 話 は 、 ビ デ オ カ メ ラ と ワ イ ヤ レ ス マ イ ク で 撮 影 ・ 収 録 し た 。

ま た 、１ 単 位 時 間 の 授 業 の 流 れ と し て 、「 は じ め 」を 授 業 開 始 か ら 課 題 提 示 ま で 、「 な

か 」 を 課 題 提 示 後 の 活 動 か ら 授 業 の 振 り 返 り 前 の 活 動 ま で 、「 お わ り 」 を 授 業 の

振 り 返 り か ら 授 業 終 了 ま で と し て 分 類 し 、 教 師 が 学 習 者 全 体 に 語 り か け て い る 学

習 指 導 場 面 の み を 観 察 ・ 記 録 し た 。

２. ３. 分析方法

２. ３. １. 発 問 の 観 察 カ テ ゴ リ ー に つ い て

発 問 は 、 広 義 に は 「 教 師 か ら 子 ど も に 問 い か け る こ と 、 及 び そ の 問 い の こ と 」

を 言 い 、 狭 義 に は 「 教 科 内 容 に 即 し て 子 ど も の 思 考 を 促 し 、 教 師 が 教 え た い も

の を 発 見 さ せ た り す る た め に 問 う 場 合 を 指 す 」 と さ れ て い る （ 青 木 ほ か ,1988; 石

*1	 運動を生起させる状況がかなり安定している場面において遂行される運動技能を「クローズド・ス

キル」（閉鎖技能）といい、状況の変化が著しく、その状況を予測・判断しながら発揮する必要のある

運動技能を「オープン・スキル」（開放技能）と呼んでいる（岩田 ,2005）。
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井 ,2020）。 本 研 究 で は 、 発 問 を 「 学 習 内 容 の 獲 得 を 目 指 し た り 、 思 考 を 促 し た り

す る た め に 教 師 が 子 ど も に 投 げ か け る 問 い か け 」*2 と 捉 え 、発 問 の 観 察 カ テ ゴ リ ー

を 表 １ の よ う に 設 定 し た 。 設 定 に 当 た っ て は シ ー デ ン ト ッ プ （1988,pp.250-254）、

高 橋 ほ か（1991,p.205）の 先 行 研 究 を 参 考 に し て 、「 回 顧 的 」、「 収 束 的 」、「 発 散 的 」、「 価

値 的 」 の ４ つ を 大 カ テ ゴ リ ー と し て 設 定 し た 。 定 義 に つ い て は 実 際 の 映 像 を 分 析

し な が ら 、 先 行 研 究 の 定 義 だ け で は 当 て は ま ら な い 部 分 が み ら れ た こ と か ら 、 修

正 を 加 え た 。 次 に 、 発 問 の よ り 具 体 的 な 傾 向 を 明 ら か に す る た め に 、 ４ つ の 発 問

の 詳 細 な 分 類 及 び 定 義 を 小 カ テ ゴ リ ー と し て 設 定 し た 。

表１　発問の観察カテゴリー表
大カテゴリー 定義 小カテゴリー 定義 具体例

回顧的 今まで学んでき
た内容や考えた
こと、行ってき
たことなどにつ
いて振り返らせ
るもの

既知既習 今まで習ってきたことや既に知っている
ことなどについての回答を要求するもの

「どうすればよかったですか？」
「どんな方法がありましたか？」
「大切なことって何でしたか？」

めあて・課題 既に自分で決めていためあてや課題など
についての回答を要求するもの

「今日の自分のめあては何でしたか？」
「自分で決めた課題言える人いますか？」
「今日の学習の課題は何だったでしょうか？」

意識 運動中に意識していたことなどについて
の回答を要求するもの

「どんなことを意識して運動していましたか？」

方法・工夫 子どもが行ったり、選んだりした方法や
工夫などについての回答を要求するもの

「どんな方法で行いましたか？」
「どんな工夫ができましたか？」
「どうしましたか？」

発見・気付き 活動中に発見したことや気付いたことな
どについての回答を要求するもの

「どこが難しかったですか？」
「何かコツはわかりましたか？」
「どんなところから、そう思いましたか？」
「何か課題は見つかりましたか？」

仲間 友達やチームのよい動きの発見や受けた
助言といった仲間に関わる内容などにつ
いての回答を要求するもの

「友達のどんなところが上手でしたか？」
「（友達が上手だったのは）どこですか？」
「どんなことを言ってもらいましたか？」
「チームでよかったところは？」

包括的 学習活動後や学習全体を振り返る内容な
どについての回答を要求するもの

「（やってみて）どうでしたか？」
「どんなことができるようになりましたか？」
「感想を言ってくれる人いますか？」

収束的 答えが明確にあ
る発問で、運動
の技能ポイント
や動きのコツな
どについて考え
させたり、理解
させたりするも
の

技術 技術的な課題の解決方法などについての
回答を要求するもの

答えが限定されている状況で
「（この場合）どうすればいいですか？」
「どこに動くとよいでしょうか？」
「（選択肢を比べて）どちらの動きがよいでしょうか？」

分析 技術的な課題の解決に向けて、動きや場、
状況、役割など分析した内容についての
回答を要求するもの

「どこが上手でしたか？」
「腕はどうでしたか？」
「腰は高く上がっていましたか？」
「どこのスペースが空いていますか？」
「そこでの役割は何ですか？」

理由・根拠 技術的な課題の解決に向けての理由や根
拠などについての回答を要求するもの

答えが限定されている状況で
「なぜそのような動きが必要なのでしょうか？」
「それは何のためでしょうか？」

*2	 授業において教師が子どもたちにいろいろ問いかけることを一般に発問と言う（青木ほか ,1988）。広義

には、教師から子どもに問いかけること、およびその問いのこと言い、狭義には教科内容に即して子

どもの思考を促し、教師が教えたいものを発見させたりするために問う場合を指す（石井,2020）とされて

いる。本研究では、「できた人？」や「わかった人？」、「それで、記録は上がったの？」というような問いかけは

結果や事実の確認であることから「発問」としてカウントしないことにした。但し、教師が「上手だった友達を

言える人？」や、「どんな課題をもっているか教えてください」のように５Ｗ１Ｈを使用しなかった場合でも、子

どもに回答させた場合は「発問」としてカウントした。
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発散的 多様な答えが想
定される発問で、
運動の工夫や問
題の解決方法、
次への課題など
について、考え
させたり、子ど
もに自ら選ばせ
たりするもの

創意・問題解決 運動の行い方や作戦、ルールの工夫、問題
の解決方法などについての回答を要求する
もの

答えが限定されていない状況で
「どんな方法ができますかな？」
「どのような工夫がありますか？」
「どんな作戦がいいでしょうか？」
「（問題を解決するには）どうするとよいでしょうか？」

選択・活用 学んだことなどから自ら選んだこと、判断
したこと、複数の選択肢から自己決定した
ことなどについての回答を要求するもの

答えが限定されていない状況で
「どの作戦を使いますか？」
「（この場合）あなたならどうやって動きますか？」
「（この場合）自分ならどうしますか？」

課題解決・探究 課題を解決するための方法、次に探究した
い課題などについての回答を要求するもの

答えが限定されていない状況で
「（自分たちの課題を解決するには）どうしたらいいで
しょうか？」
「次の課題はどうしますか？」
「次、どうしたいですか？」

価値的 運動やスポーツ、
体育授業の価値、
望ましい態度や
行動などについ
て気付かせるも
の

価値 運動やスポーツ、体育授業の価値などにつ
いての回答を要求するもの

「この運動の楽しさって何でしょうか？」
「一人がドリブルやシュートばかりしているゲームって
どう思いますか？」

態度・行動 体育授業における望ましい態度や行動など
についての回答を要求するもの

「（友達が成功したら）何て言ってあげるといいですか？」
「（ルール違反がわかったとき）どうしましたか？」

２. ３. ２. 各 分 析 項 目 に つ い て

（1） 発 問 全 体 と 大 カ テ ゴ リ ー に お け る 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 に つ い て

大 カ テ ゴ リ ー（ 表 １ ）に 照 ら し て 、発 問 全 体 の「 合 計 」と「 授 業 の 流 れ 」の 回 数 、

１ 時 間 当 た り の 「 平 均 」 と 「 標 準 偏 差 」、並 び に 各 発 問 の 「 合 計 」 と 「 授 業 の 流 れ 」

の 回 数 、１ 時 間 当 た り の 「 平 均 」 と 「 標 準 偏 差 」、全 体 に 占 め る 「 割 合 」 を 算 出 し 、

発 問 全 体 と 大 カ テ ゴ リ ー に お け る 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 の 分 析 を 行 っ た 。

（2） 小 カ テ ゴ リ ー に お け る 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 に つ い て

小 カ テ ゴ リ ー （ 表 １ ） に 照 ら し て 、 回 顧 的 、 収 束 的 、 発 散 的 、 価 値 的 そ れ ぞ れ

の 各 発 問 の 「 合 計 」 と 「 授 業 の 流 れ 」 の 回 数 、 １ 時 間 当 た り の 「 平 均 」 と 「 標 準

偏 差 」、 全 体 に 占 め る そ の 「 割 合 」 を 算 出 し 、 小 カ テ ゴ リ ー に お け る 各 発 問 の 回

数 と そ の 頻 度 の 分 析 を 行 っ た 。

（3） 領 域 別 の 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 に つ い て

大 カ テ ゴ リ ー （ 表 １ ） に 照 ら し て 、 ク ロ ー ズ ド ス キ ル の 器 械 運 動 ・ 陸 上 運 動 系

領 域 、 オ ー プ ン ス キ ル の ボ ー ル 運 動 系 領 域 そ れ ぞ れ の 各 発 問 の 「 合 計 」 と 「 授 業

の 流 れ 」 の 回 数 、 １ 時 間 当 た り の 「 平 均 」 と 「 標 準 偏 差 」、 全 体 に 占 め る 「 割 合 」

を 算 出 し 、 各 領 域 の 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 の 分 析 を 行 っ た 。

（4） 発 問 の 出 現 回 数 別 授 業 数 と 出 現 回 数 別 授 業 に お け る 教 師 の 発 問 の 特 徴 に

つ い て

は じ め に 、 52 の 授 業 の 発 問 の 合 計 か ら 出 現 回 数 別 授 業 数 を 算 出 し た 。 次 に 、

52 の 授 業 に お け る １ 時 間 当 た り の 発 問 の 平 均 と 出 現 回 数 別 授 業 の 中 で 最 も 多

か っ た 授 業 数 の 結 果 か ら 、 発 問 が 多 い 授 業 （ 以 下 、 頻 度 高 ）、 発 問 が 平 均 並 み の
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授 業 （ 以 下 、 頻 度 中 ）、 発 問 が 少 な い 授 業 （ 以 下 、 頻 度 低 ） を 設 定 し 、 各 授 業 数

を 集 計 し た 。 最 後 に 、大 カ テ ゴ リ ー （ 表 １ ） に 照 ら し て 、「 頻 度 高 」、「 頻 度 中 」、「 頻

度 低 」 そ れ ぞ れ の 各 発 問 の 「 合 計 」 と 「 授 業 の 流 れ 」 の 回 数 、１ 時 間 当 た り の 「 平

均 」 と 「 標 準 偏 差 」、 全 体 に 占 め る 「 割 合 」 を 算 出 し 、 出 現 回 数 別 授 業 に お け る

教 師 の 発 問 の 特 徴 に つ い て 分 析 を 行 っ た 。

３. データの信頼性の検討

観 察 デ ー タ の 信 頼 性 を 確 立 す る た め に 、 体 育 科 教 育 学 研 究 者 １ 名 と 体 育 科 教 育

学 を 専 攻 す る 大 学 院 生 ２ 名 の 計 ３ 名 が 、 以 下 の 手 順 で 観 察 記 録 の ト レ ー ニ ン グ を

行 っ た （ シ ー デ ン ト ッ プ ,1988,pp.289 − 291）。

① 観 察 者 そ れ ぞ れ が 作 成 し た 発 問 の 観 察 カ テ ゴ リ ー 表 に お け る 発 問 の 定 義 や 具

体 例 に つ い て 学 習 す る 。 ② 観 察 者 ３ 名 で 発 問 の 定 義 や 具 体 例 に つ い て 討 議 す る 。

③ 観 察 者 ３ 名 が 観 察 の ト レ ー ニ ン グ を 行 う 。 一 致 し な か っ た 記 録 に つ い て は 討 議

し て 問 題 を 解 決 す る 。 そ し て 、 一 致 率 が 80% を 超 え る ま で ト レ ー ニ ン グ を く り

返 し 行 う 。

こ の よ う な ト レ ー ニ ン グ を 繰 り 返 し た 後 、 改 め て 授 業 VTR を 観 察 分 析 し た 。 こ

の こ と か ら 、 発 問 カ テ ゴ リ ー 定 義 の 明 確 さ 、 観 察 者 の 観 察 記 録 と い う 正 確 さ と い

う 点 に 関 し て は 、 十 分 に 信 頼 性 を 確 保 し た 。

４. 結果と考察

４. １. 発問全体と大カテゴリーにおける各発問の回数とその頻度について

表 ２ は 、 発 問 全 体 と 大 カ テ ゴ リ ー に お け る 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 で あ る 。 発

問 の 全 体 合 計 は 284 回 、 １ 時 間 当 た り の 平 均 は 5.5 回 だ っ た 。 内 訳 と し て 「 回 顧

的 」 の 合 計 が 166 回 、 平 均 は 3.2 回 、 割 合 が 58.5％ を 占 め て い た 。 次 に 「 収 束 的 」

の 合 計 が 86 回 、 平 均 は 1.7 回 、 割 合 が 30.3％ だ っ た 。「 発 散 的 」 は 合 計 が 24 回 、

平 均 は 0.5 回 、 割 合 は 8.5％ 、「 価 値 的 」 が 合 計 ８ 回 、 平 均 は 0.2 回 、 割 合 は 2.8％

で あ っ た 。 一 単 位 時 間 の 授 業 で 「 回 顧 的 」 と 「 収 束 的 」 は 平 均 １ 回 以 上 カ ウ ン ト

さ れ 、「 発 散 的 」 と 「 価 値 的 」 は １ 回 未 満 で あ っ た 。

授 業 の 流 れ の 結 果 を み る と 、「 回 顧 的 」は「 は じ め 」が 47 回 、「 な か 」は 30 回「 お

わ り 」が 89 回 だ っ た 。「 収 束 的 」は「 は じ め 」が 51 回 、「 な か 」は 27 回 、「 お わ り 」

が ８ 回 だ っ た 。

こ れ ら の 結 果 か ら 、 小 学 校 体 育 授 業 に お け る 発 問 で は 、「 回 顧 的 」 が 最 も 多 く 、

発 問 全 体 の 半 分 以 上 を 占 め て い る こ と が わ か っ た 。 ま た 、授 業 の 流 れ で み る と「 回

顧 的 」 は 「 お わ り 」 に 最 も 多 く 投 げ か け ら れ て い る こ と が わ か っ た 。 次 に 多 い の
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は「 収 束 的 」で 、「 は じ め 」に 最 も 多 く 投 げ か け ら れ て い る こ と が わ か っ た 。 そ し て 、

「 発 散 的 」 と 「 価 値 的 」 は 前 出 の ２ つ の 種 類 の 発 問 と 比 べ る と 回 数 が 少 な く 、 １

時 間 当 た り の 平 均 が １ 回 未 満 と い う こ と が わ か っ た 。

こ の こ と か ら 、教 師 は 授 業 の 「 は じ め 」 や 「 お わ り 」 に 回 顧 的 発 問 を 投 げ か け 、

子 ど も た ち に 今 ま で 学 ん で き た こ と を 確 認 さ せ た り 、 活 動 中 に 考 え た こ と や 行 っ

て き た こ と に つ い て 振 り 返 ら せ た り し て い る こ と が 多 い と 推 察 さ れ た 。 ま た 、 教

師 は 授 業 の 「 は じ め 」 に 収 束 的 発 問 を 投 げ か け 、 子 ど も た ち に 運 動 の ポ イ ン ト や

動 き の コ ツ な ど に つ い て 考 え さ せ た り 、 理 解 さ せ た り し て か ら 本 時 の 学 習 活 動 に

取 り 組 ま せ て い る こ と が 多 い と 推 察 さ れ た 。

表２　発問全体と大カテゴリーにおける各発問の回数とその頻度
単位：回

授業の流れ＼種類 回顧的 収束的 発散的 価値的 全体
はじめ 47 51 13 0 111
な か 30 27 5 4 66
お わり 89 8 6 4 107
合 計 166 86 24 8 284
平 均 3.2 1.7 0.5 0.2 5.5

( 標 準偏差 ) ( ± 3.1) ( ± 3.0) ( ± 1.0) ( ± 0.5) ( ± 4.5)
割 合 （％） 58.4 30.3 8.5 2.8 100.0

４. ２．小カテゴリーにおける各発問の回数とその頻度について
４. ２. １ ． 回 顧 的 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 に つ い て

表 ３ は 、 小 カ テ ゴ リ ー に 照 ら し て 算 出 し た 回 顧 的 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 で あ

る 。 今 ま で 習 っ て き た こ と や 既 に 知 っ て い る こ と な ど に つ い て の 回 答 を 要 求 す る

「 既 知 既 習 」 の 合 計 は 38 回 、 平 均 が 0.7 回 、 割 合 は 22.9％ だ っ た 。 子 ど も が 運 動

中 に 考 え た り 、 選 ん だ り し た 方 法 な ど に つ い て の 回 答 を 要 求 す る 「 方 法 ・ 工 夫 」

の 合 計 は 29 回 、 平 均 が 0.6 回 、 割 合 は 17.5 ％ 、 友 達 や チ ー ム の よ い 動 き の 発 見

や 受 け た 助 言 と い っ た 仲 間 に 関 わ る 内 容 な ど に つ い て の 回 答 を 要 求 す る 「 仲 間 」

の 合 計 は 32 回 、 平 均 が 0.6 回 、 割 合 は 19.3 ％ 、 活 動 後 の 感 想 や 学 習 全 体 を 振 り

返 ら せ る 「 包 括 的 」 の 合 計 は 27 回 、 平 均 が 0.5 回 、 割 合 は 16.3％ だ っ た 。

授 業 の 流 れ で み る と 、「 既 知 既 習 」 は 「 は じ め 」 に 33 回 、「 方 法・工 夫 」 は 「 お

わ り 」 に 21 回 、「 仲 間 」 は 「 お わ り 」 に 30 回 、「 包 括 的 」 は 「 お わ り 」 に 23 回

と 多 く 投 げ か け ら れ て い た 。

こ の 結 果 か ら 、 回 顧 的 発 問 で は 「 既 知 既 習 」 が 最 も 多 く 、「 は じ め 」 に 多 く 投

げ か け ら れ て い る こ と が わ か っ た 。 次 に 「 仲 間 」、「 方 法 ・ 工 夫 」、「 包 括 的 」 が 多

く 、「 お わ り 」 に 多 く 投 げ ら れ て い る こ と が わ か っ た 。

こ の こ と か ら 、 授 業 の 「 は じ め 」 に 、 教 師 は 既 知 既 習 の 発 問 を 投 げ か け る こ と

で 、 今 ま で 学 ん で き た 学 習 内 容 の 定 着 を 図 っ た り 、 子 ど も の 学 習 内 容 の 定 着 具 合
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を 把 握 し た り し て い る こ と が 多 い と 考 え ら れ た 。 ま た 、授 業 の「 お わ り 」で は 、「 ど

ん な 工 夫 を し ま し た か ？ 」 と い っ た 方 法 ・ 工 夫 の 発 問 や 「 よ い 動 き を し て い た 友

達 は い ま し た か ？ 」と い っ た 仲 間 の 発 問 、「（ 活 動 し て み て ）ど う で し た か ？ 」と い っ

た 包 括 的 の 発 問 を 投 げ か け る こ と で 、 子 ど も た ち が 活 動 中 に 行 っ て き た こ と や 友

達 の よ い 動 き 、 学 習 全 般 に つ い て 振 り 返 ら せ て い る こ と が 多 い と 考 え ら れ た 。

表３　回顧的発問の回数とその頻度
単位：回

授業の流れ＼種類 既知既習 めあて・課題 意識 方法・工夫 発見・気付き 仲間 包括的 全体
はじめ 33 11 0 1 2 0 0 47
なか 4 2 5 7 6 2 4 30
おわり 1 0 2 21 12 30 25 89
合計 38 13 7 29 20 32 27 166
平均 0.7 0.3 0.1 0.6 0.4 0.6 0.5 3.2

( 標準偏差 ) ( ± 1.2) ( ± 0.8) ( ± 0.5) ( ± 1.3) ( ± 1.1) ( ± 1.0) ( ± 1.0) ( ± 3.1)
割合（％） 22.9 7.8 4.2 17.5 12 19.3 16.3 100.0

４. ２. ２. 収 束 的 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 に つ い て

表 ４ は 、 小 カ テ ゴ リ ー に 照 ら し て 算 出 し た 収 束 的 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 で あ

る 。 技 術 的 な 課 題 の 解 決 方 法 な ど に つ い て の 回 答 を 要 求 す る 「 技 術 」 の 合 計 は

22 回 、平 均 が 0.4 回 、割 合 は 25.6％ で 「 収 束 的 」 の 発 問 全 体 の ４ 分 の １ を 占 め た 。

動 き や 場 、 状 況 、 役 割 な ど か ら 分 析 し た 内 容 に つ い て の 回 答 を 要 求 す る 「 分 析 」

の 合 計 は 54 回 、 平 均 は 1.0 回 、 割 合 は 62.8% で 「 収 束 的 」 の 発 問 全 体 の ３ 分 の ２

近 く を 占 め た 。 技 術 的 な 課 題 の 解 決 に 向 け て の 理 由 や 根 拠 な ど に つ い て の 回 答 を

要 求 す る 「 理 由 ・ 根 拠 」 の 合 計 は 10 回 、 平 均 は 0.2 回 、 割 合 は 11.6% で あ っ た 。

授 業 の 流 れ で み る と 、「 技 術 」は「 は じ め 」に 17 回 、「 分 析 」は「 は じ め 」に 30 回 、

「 な か 」 が 20 回 だ っ た 。

こ の 結 果 か ら 、 収 束 的 発 問 で は 「 分 析 」 が 最 も 多 く 、「 は じ め 」 と 「 な か 」 に

多 く 投 げ か け ら れ て い る こ と が わ か っ た 。 次 に 多 い の が 「 技 術 」 で 、「 は じ め 」

に 多 く 投 げ か け ら れ て い る こ と が わ か っ た 。 そ れ ら と 比 べ る と 「 理 由 ・ 根 拠 」 の

発 問 は 少 な い こ と が わ か っ た 。

こ の こ と か ら 、 授 業 の 「 は じ め 」 に 教 師 は 技 術 や 分 析 の 発 問 を 投 げ か け る こ と

で 、 運 動 の 技 術 的 な ポ イ ン ト を 理 解 さ せ て か ら 、 本 時 の 学 習 活 動 に 取 り 組 ま せ て

い る こ と が 多 い と 考 え ら れ た 。 ま た 、 授 業 の 「 な か 」 で よ い 動 き の 紹 介 や 演 示 を

さ せ る 中 で 、「 ど こ が よ か っ た ？ 」 な ど 分 析 の 発 問 を 投 げ か け る こ と で 、 再 度 本

時 で 習 得 さ せ た い 運 動 の ポ イ ン ト に つ い て 考 え さ せ た り 、 理 解 さ せ た り し て い る

で は な い か と 推 察 さ れ た 。 こ れ ら と 比 べ る と 、「 な ぜ そ の 動 き が 必 要 な の か ？ 」

や 「 ど う し て そ こ に 動 く と よ い の か ？ 」 な ど 理 由 ・ 根 拠 の 発 問 を 投 げ か け 、 子 ど

も た ち に 技 術 的 な 課 題 の 解 決 方 法 に つ い て 深 く 考 え さ せ て い る こ と は そ こ ま で 多

小学校体育授業における教師の発問の実態に関する研究（吉岡正憲）
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く は な い と 考 え ら れ た 。

表 4　収束的発問の回数とその頻度
単位：回

授業の流れ＼種類 技術 分析 理由・根拠 全体
はじめ 17 30 4 51
な か 5 20 2 27
お わり 0 4 4 8
合 計 22 54 10 86
平 均 0.4 1 0.2 1.7

（標準偏差） ( ± 1.1) ( ± 2.1) ( ± 0.6) ( ± 3.0)
割 合 （％） 25.6 62.8 11.6 100.0

４. ２. ３. 発 散 的 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 に つ い て

表 ５ は 、 小 カ テ ゴ リ ー に 照 ら し て 算 出 し た 発 散 的 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 で あ

る 。「 創 意・問 題 解 決 」、「 選 択・活 用 」、「 課 題 解 決・探 究 」 の そ れ ぞ れ の 合 計 は ８ 回 、

平 均 は 0.2 回 、 割 合 は 33.3% だ っ た 。

授 業 の 流 れ の 結 果 を み る と 、「 創 意 ・ 問 題 解 決 」 は 「 は じ め 」 に ４ 回 、「 な か 」

に ４ 回 、「 選 択 ・ 活 用 」 は 「 は じ め 」 に ８ 回 、「 課 題 解 決 ・ 探 究 」 は 「 お わ り 」 に

６ 回 で あ っ た 。

こ の 結 果 か ら 、 発 散 的 発 問 で は 「 創 意・問 題 解 決 」、「 選 択・活 用 」、「 課 題 解 決・

探 究 」 の 回 数 は す べ て 同 じ だ っ た が 、 授 業 の 流 れ で み る と 、「 創 意 ・ 問 題 解 決 」

の 発 問 は 「 は じ め 」 と 「 な か 」、「 選 択 ・ 活 用 」 は 「 は じ め 」、「 課 題 解 決 ・ 探 求 」

は 「 お わ り 」 に 多 く 投 げ か け ら れ て い る こ と が わ か っ た 。

こ の こ と か ら 授 業 の 「 は じ め 」 と 「 な か 」 で 、 教 師 は 創 意 ・ 問 題 解 決 の 発 問 や

選 択 ・ 活 用 の 発 問 を 投 げ か け る こ と で 、 子 ど も た ち に 問 題 の 様 々 な 解 決 方 法 や 作

戦 を 考 え さ せ た り 、 選 ば せ た り し て か ら 学 習 活 動 に 取 り 組 ま せ て い る こ と が 示 唆

さ れ た 。 ま た 、 授 業 の 「 お わ り 」 に は 「 自 分 た ち に は ど ん な 課 題 が あ る か な ？ 」

や 「 次 、 ど う し た い と か あ る か な ？ 」 な ど の 課 題 解 決 ・ 探 求 の 発 問 を 投 げ か け る

こ と で 、 子 ど も た ち に 自 分 た ち の 課 題 に 気 付 か せ た り 、 次 の 学 習 で は 何 を 学 ん で

い っ た ら よ い の か に 気 付 か せ た り し て い る と 考 え ら れ た 。

表５　発散的発問の回数とその頻度
単位：回

授業の流れ＼種類 創意・問題解決 選択・活用 課題解決・探究 全体
はじめ 4 8 1 13
な か 4 0 1 5
お わり 0 0 6 6
合 計 8 8 8 24
平 均 0.2 0.2 0.2 0.5

（標準偏差） ( ± 0.5) ( ± 0.7) ( ± 0.6) ( ± 1.0)
割 合 （％） 33.3 33.3 33.3 100.0
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４. ２. ４. 価 値 的 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 に つ い て

表 ６ は 、 小 カ テ ゴ リ ー に 照 ら し て 算 出 し た 価 値 的 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 で あ

る 。 運 動 や ス ポ ー ツ 、 体 育 授 業 の 価 値 な ど に つ い て の 回 答 を 要 求 す る 「 価 値 」 の

合 計 は ３ 回 、 平 均 は 0.1 回 、 割 合 は 37.5%、 体 育 授 業 に お け る 望 ま し い 態 度 、 儀

式 的 行 動 な ど に つ い て の 回 答 を 要 求 す る 「 態 度・行 動 」 の 合 計 は ５ 回 、 平 均 は 0.1

回 、 割 合 は 62.5% と い う 結 果 で あ っ た 。

授 業 の 流 れ で み る と 、「 価 値 」 は 「 は じ め 」 が ０ 回 、「 な か 」 が ０ 回 、「 お わ り 」

が ３ 回 、「 態 度・行 動 」 は 「 は じ め 」 が ０ 回 、「 な か 」 が ４ 回 、「 お わ り 」 が １ 回 で あ っ

た 。

こ の 結 果 か ら 、「 価 値 」、「 態 度 ・ 行 動 」 は 少 な い こ と が わ か っ た 。

こ の こ と か ら 、 教 師 の 価 値 、 態 度 ・ 行 動 の 発 問 に よ っ て 、 運 動 や ス ポ ー ツ 、 体

育 授 業 の 価 値 、 望 ま し い 態 度 や 行 動 な ど に つ い て 子 ど も に 気 付 か せ て い る こ と は

多 く は な い と 考 え ら れ た 。

表６　価値的発問の回数とその頻度
単位：回

授業の流れ＼種類 価値 態度・行動 全体
はじめ 0 0 0
な か 0 4 4
お わり 3 1 4
合 計 3 5 8
平 均 0.1 0.1 0.2

（標準偏差） （± 0.2） （± 0.5） （± 0.5）
割合 （％） 37.5 62.5 100.0

４. ３. 領域別の各発問の回数とその頻度について

表 ７ は 、 大 カ テ ゴ リ ー に 照 ら し て 算 出 し た 領 域 別 の 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 で

あ る 。 ク ロ ー ズ ド ス キ ル 領 域 で は 、 全 体 合 計 が 170 回 、 平 均 は 6.5 回 の 発 問 が 投

げ か け ら れ て い た 。 内 訳 は 、「 回 顧 的 」 の 合 計 が 100 回 、 平 均 頻 度 は 3.8 回 、 割

合 は ク ロ ー ズ ド ス キ ル 領 域 全 体 の 発 問 の 58.8 ％ を 占 め て い た 。 次 に 、「 収 束 的 」

の 合 計 が 63 回 、 平 均 は 2.4 回 、 割 合 は 37.1 ％ で あ っ た 。「 発 散 的 」 は 合 計 ５ 回 、

平 均 は 0.2 回 、 割 合 は 2.9％ で あ っ た 。 オ ー プ ン ス キ ル 領 域 で は 、 全 体 合 計 が 114

回 、 平 均 は 4.4 回 の 発 問 が 投 げ か け ら れ て い た 。「 回 顧 的 」 が 合 計 66 回 、 平 均 は

2.5 回 、割 合 は オ ー プ ン ス キ ル 領 域 全 体 の 57.9％ で あ っ た 。「 収 束 的 」が 合 計 23 回 、

平 均 は 0.9 回 、 割 合 は 20.2 ％ で あ っ た 。「 発 散 的 」 は 19 回 、 平 均 は 0.7 回 、 割 合

は 16.7％ で あ っ た 。

こ の 結 果 か ら 、ど ち ら の 領 域 も「 回 顧 的 」が 多 い こ と が わ か っ た 。 し か し 、ク ロ ー

ズ ド ス キ ル 領 域 で は 、「 収 束 的 」 が 多 く 投 げ か け ら れ 、 オ ー プ ン ス キ ル 領 域 で は 、

ク ロ ー ズ ド ス キ ル 領 域 と 比 べ る と 「 発 散 的 」 が 多 く 投 げ か け ら れ て い た 。

こ れ は 、 ク ロ ー ズ ド ス キ ル 領 域 は 比 較 的 相 手 と の 状 況 に 影 響 を 受 け に く く 、 自

小学校体育授業における教師の発問の実態に関する研究（吉岡正憲）
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分 の 体 と 向 き 合 い 正 し い フ ォ ー ム や 正 確 性 な ど を 求 め る 領 域 で あ る こ と か ら 、 答

え が 明 確 に あ る 収 束 的 発 問 が 多 く 投 げ か け ら れ て い る の で は な い か と 考 え ら れ

た 。 オ ー プ ン ス キ ル 領 域 は 、 相 手 の 位 置 や 状 況 な ど に 影 響 さ れ 、 適 切 な 判 断 が 求

め ら れ る 領 域 で あ る こ と か ら 、 ク ロ ー ズ ド ス キ ル 領 域 と 比 べ る と 多 様 な 答 え が 想

定 さ れ る 発 散 的 発 問 が 投 げ か け ら れ て い る の で は な い か と 考 え ら れ た 。 こ の こ と

か ら 、 取 り 上 げ る 運 動 技 術 や 戦 術 な ど の 違 い に よ っ て 、 領 域 ご と の 発 問 の 傾 向 に

差 異 が 生 じ る の で は な い か と 推 察 さ れ た 。

表７　領域別の各発問の回数とその頻度
単位：回

クローズドスキル
（器械運動・陸上運動系領域）

オープンスキル
（ボール運動系領域）

授業の流れ＼種類 回顧的 収束的 発散的 価値的　 全体 回顧的 収束的 発散的 価値的 全体
はじめ 34 31 3 0 68 13 20 10 0 43
な か 23 26 2 0 51 7 1 3 4 15
お わり 43 6 0 2 51 46 2 6 2 56
合 計 100 63 5 2 170 66 23 19 6 114
平 均 3.8 1.2 0.2 0.1 6.5 2.5 0.9 0.7 0.1 4.4

( 標 準偏差 ) ( ± 3.8) ( ± 3.7) ( ± 0.5) ( ± 0.3) ( ± 5.2) ( ± 2.2) ( ± 1.8) ( ± 1.3) ( ± 0.7) ( ± 3.4)
割 合 （％） 58.8 37.1 2.9 1.2 100.0 57.8 20.2 16.7 5.3 100.0

４. ４. 発問の出現回数別授業数と出現回数別授業における教師の発問の特徴につ

いて

図 １ は 、 発 問 の 出 現 回 数 別 授 業 数 の 結 果 で あ る 。 一 単 位 時 間 で 発 問 が 最 も 多 く

投 げ か け ら れ た 授 業 は 18 回 で １ 授 業 、 １ 番 少 な い 授 業 は ０ 回 で ５ 授 業 あ っ た 。

発 問 が ４ 回 投 げ か け ら れ た 授 業 が １ 番 多 く 、 ９ 授 業 あ っ た 。 52 の 小 学 校 体 育 授

業 の １ 時 間 当 た り の 発 問 の 平 均 頻 度 が 5.5 回 、 発 問 が ４ 回 投 げ か け ら れ た 授 業 数

が ９ 回 と 最 も 多 か っ た こ と か ら 、 発 問 が ８ 回 以 上 投 げ か け ら れ た 授 業 を 「 頻 度

高 」、 ４ 回 か ら ７ 回 投 げ か け ら れ た 授 業 を 「 頻 度 中 」、 発 問 が ０ 回 か ら ３ 回 の 授 業

を「 頻 度 低 」と し て 設 定 し 、各 授 業 数 を 集 計 し た 。 そ の 結 果 、「 頻 度 高 」は 13 授 業 、

「 頻 度 中 」 は 21 授 業 、「 頻 度 低 」 は 18 授 業 で あ っ た 。

図１　発問の出現回数別授業数
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次 に 、 表 ８ は 大 カ テ ゴ リ ー に 照 ら し て 算 出 し た 出 現 回 数 別 授 業 に お け る 教 師

の 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 結 果 で あ る 。「 頻 度 高 」 は 全 体 合 計 が 153 回 で 平 均 は

11.8 回 、 そ の 内 「 回 顧 的 」 は 73 回 で 、 平 均 は 5.6 回 、 割 合 は 「 頻 度 高 」 全 体 の

47.7％ だ っ た 。「 収 束 的 」 は 67 回 で 、 平 均 は 5.2 回 、 割 合 は 43.8％ だ っ た 。「 頻 度

中 」 は 全 体 合 計 が 104 回 で 平 均 は 5.0 回 、そ の 内 「 回 顧 的 」 は 71 回 で 、平 均 が 3.4

回 、割 合 は 68.3％ 、「 収 束 的 」 は 15 回 で 、平 均 は 0.7 回 、割 合 は 14.4％ だ っ た 。「 頻

度 低 」 は 全 体 合 計 が 27 回 で 平 均 が 1.5 回 、そ の 内 「 回 顧 的 」 は 22 回 で 、平 均 が 1.2

回 、 割 合 が 81.5％ 、「 収 束 的 」 は ４ 回 で 、 平 均 は 0.2 回 、 割 合 は 14.8％ で あ っ た 。

そ し て 、 授 業 の 流 れ で み る と 、「 頻 度 高 」 は 「 は じ め 」 が 70 回 、「 な か 」 が 41

回 、「 お わ り 」 が 42 回 で あ っ た 。「 頻 度 中 」 は 「 は じ め 」 が 39 回 、「 な か 」 が 19

回 、「 お わ り 」 が 46 回 で あ っ た 。「 頻 度 低 」 は 「 は じ め 」 が ２ 回 、「 な か 」 が ６ 回 、

「 お わ り 」 が 19 回 で あ っ た 。

こ の 結 果 か ら 、「 頻 度 高 」 で は 「 収 束 的 」 の 平 均 が 高 く 、「 は じ め 」 に 発 問 が 多

い と い う こ と が わ か っ た 。 ま た 、「 頻 度 中 」 と 「 頻 度 低 」 で は 「 回 顧 的 」 の 割 合

が 高 く 、「 お わ り 」 に 発 問 が 多 い こ と が わ か っ た 。

こ の こ と か ら 、 発 問 が 多 い 教 師 は 、 授 業 の 「 は じ め 」 に 収 束 的 発 問 を 多 く 投 げ

か け 、 本 時 の 学 習 に 必 要 な 知 識 や ス キ ル を 理 解 さ せ て か ら 、 学 習 活 動 に 取 り 組 ま

せ て い る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 発 問 が 少 な い 教 師 は 、 授 業 の 「 お わ り 」 に 回 顧 的

発 問 を 投 げ か け 、 子 ど も た ち に 本 時 の 自 分 た ち の 学 習 に つ い て 振 り 返 ら せ て い る

こ と が 多 い の で は な い か と 推 察 さ れ た 。

表８　出現回数別授業における教師の各発問の回数とその頻度
単位：回

頻度高 （Ｎ＝ 13） 頻 度 中 （Ｎ ＝ 21） 頻 度 低 （Ｎ ＝ 18）
授業の流れ＼種類 回顧的 収束的 発散的 価値的 全体 回顧的 収束的 発散的 価値的 全体 回顧的 収束的 発散的 価値的 全体
はじめ 19 45 6 0 70 27 5 7 0 39 1 1 0 0 2
な か 19 17 2 3 41 6 9 3 1 19 5 1 0 0 6
お わ り 35 5 2 0 42 38 1 4 3 46 16 2 0 1 19
合 計 73 67 10 3 153 71 15 14 4 104 22 4 0 1 27
平 均 5.6 5.2 0.8 0.2 11.8 3.4 0.7 0.7 0.2 5 1.2 0.2 0.0 0.1 1.5

( 標 準 偏 差 ) ( ± 1.5) ( ± 0.8) ( ± 1.2) ( ± 0.8) ( ± 3.7) ( ± 1.7) ( ± 1.1) ( ± 1.2) ( ± 0.4) ( ± 1.2) ( ± 0.4) ( ± 0.4) ( ± 0.0) ( ± 0.2) ( ± 1.2)
割 合 （％） 47.7 43.8 6.5 2.0 100.0 68.3 14.4 13.5 3.8 100.0 81.5 14.8 0.0 3.7 100.0

５. 摘要

本 研 究 で は 、 小 学 校 体 育 授 業 に お け る 発 問 の 観 察 カ テ ゴ リ ー を 設 定 し 、 一 単 位

時 間 の 学 習 指 導 場 面 に お け る 教 師 の 各 発 問 の 回 数 と そ の 頻 度 を 明 ら か に す る こ と

を 目 的 と し た 。

分 析 の 結 果 、 小 学 校 体 育 授 業 の 学 習 指 導 場 面 で は 、 授 業 の 「 は じ め 」 や 「 お わ

り 」 に 今 ま で の 学 習 を 振 り 返 ら せ る 回 顧 的 発 問 や 、 授 業 の 「 は じ め 」 に 答 え が 明

小学校体育授業における教師の発問の実態に関する研究（吉岡正憲）



- 13 -

確 で 、 運 動 の ポ イ ン ト や 動 き の コ ツ な ど に つ い て 理 解 さ せ る 収 束 的 発 問 が 多 く 投

げ か け ら れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。

ま た 、 正 し い フ ォ ー ム や 正 確 性 な ど が 求 め ら れ る ク ロ ー ズ ド ス キ ル 領 域 で は 、

答 え が 明 確 な 収 束 的 発 問 が 多 く 、 適 切 な 判 断 な ど が 求 め ら れ る オ ー プ ン ス キ ル 領

域 で は ク ロ ー ズ ド ス キ ル 領 域 と 比 べ て 、 多 様 な 答 え が 想 定 さ れ る 発 散 的 発 問 が 多

か っ た 。 こ の こ と か ら 、 取 り 上 げ る 運 動 技 術 や 戦 術 な ど の 違 い に よ っ て 、 領 域 ご

と の 発 問 の 傾 向 に 差 異 が 生 じ る の で は な い か と 推 察 さ れ た 。

さ ら に 、 発 問 が 多 い 教 師 は 、 授 業 の 「 は じ め 」 に 運 動 の ポ イ ン ト な ど つ い て 理

解 さ せ る 収 束 的 発 問 が 多 く 、 発 問 が 少 な い 教 師 は 授 業 の 「 お わ り 」 に 今 ま で 学 ん

で き た も の な ど を 振 り 返 る 回 顧 的 発 問 の 割 合 が 高 い こ と が わ か っ た 。 発 問 が 多 い

教 師 は そ の 時 間 で 身 に 付 け さ せ た い 事 柄 を 授 業 の 「 は じ め 」 に 子 ど も た ち と 共 有

す る と い う 特 徴 が あ り 、 学 習 の 道 筋 と ゴ ー ル を し っ か り と イ メ ー ジ で き て い た の

で は な い か と 推 察 さ れ た 。

以 上 の よ う に 、 小 学 校 体 育 授 業 一 単 位 時 間 の 学 習 指 導 場 面 に お い て 、 ど の よ う

な 発 問 が 、 い つ 、 ど れ ぐ ら い 投 げ か け ら れ て い る の か 等 、 教 師 の 各 発 問 の 回 数 と

そ の 頻 度 に 関 す る 実 態 を 明 ら か す る こ と が で き た 。 ま た 、 領 域 の 違 い や 出 現 回 数

別 授 業 に お け る 教 師 の 発 問 の 特 徴 に つ い て も 、 い く つ か の 知 見 を 得 る こ と が で き

た 。 だ が 、 本 研 究 で は 発 問 の 量 的 傾 向 を 検 討 す る こ と に と ど め た た め 、 今 後 も 継

続 し て 研 究 を 進 め て い く 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。

今 後 の 課 題 と し て は 、 体 育 授 業 は 一 単 位 時 間 の 集 ま り で は な く 、 何 時 間 か と い

う 学 習 単 位 の つ な が り の な か で 授 業 が 成 り 立 っ て い る と い う こ と か ら 、 単 元 過 程

に お け る 発 問 や 授 業 で 用 い ら れ る 文 脈 を 丁 寧 に 確 か め て い く 中 で 、 そ れ ぞ れ の 教

師 の 発 問 の 特 徴 や 実 態 に つ い て 質 的 に も 明 ら か に し て い く 必 要 が あ る と 考 え ら れ

る 。 ま た 、 子 ど も の 学 習 状 況 に 応 じ て 頻 度 の 少 な か っ た 発 問 、 例 え ば 子 ど も の 技

能 に 関 す る 理 解 を よ り 深 め た い な ら「 な ぜ 、そ の 動 き は 必 要 な の ？ 」や「 ど う し て 、

そ こ に 動 く と い い の ？ 」 等 と い っ た 理 由 ・ 根 拠 の 発 問 を 投 げ か け た り 、 で き た ら

「 次 、 ど う し た い ？ 」、 で き な か っ た ら 「 次 、 ど う す れ ば い い ？ 」 な ど と い っ た 課

題 解 決 ・ 探 究 の 発 問 を 投 げ か け た り す る こ と は 、 現 代 教 育 で 求 め ら れ る 子 ど も 主

体 の 学 び や 対 話 的 で 深 い 学 び を 生 み 出 す こ と に 繋 が る 可 能 性 が あ る の で は な い か

と 考 え ら れ る 。 授 業 の ね ら い や 子 ど も の 学 習 状 況 に 応 じ て 投 げ か け る 発 問 の 種 類

や 場 面 を 考 慮 す る な ど 発 問 を よ り 効 果 的 に 使 う に は ど う し た ら よ い の か と い っ た

検 討 を 進 め て い く こ と で 、 教 師 の 発 問 を 用 い た 体 育 授 業 の 改 善 へ と 繋 げ て い く こ

と が で き る の で は な い か と 筆 者 は 考 え る 。 こ れ ら の 実 態 と 効 果 検 証 に つ い て は 今

後 確 か め て い き た い 。

『国士舘人文科学論集』第６号（2025 年 2 月）
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